
ニジユウヤホシテントウ Epilαchnα そpαrsα oriental~s

DIEKE とオオニジユウヤホシテントウ

Epilαchna vigintioctomαculatαMOTSCHULSKY の

地理的分布に関する調査研究*

安 江 安 宜

序

ニジユウヤホシテ γ トウ Epilachnasparsa orientalis DIEKEとオオニジュ・ウヤホジテ

ントウ EPilachnavigintioctomaculata MOTSCHUr.SKYの日本における地理的分布につ

いて論じた報告は明治，大正時代より今日まで可成りの数にのぼっており， 特に第2次大

戦終了前後の食糧難の頃は， 馬鈴薯が蹴莱としてよりも主要な食糧作物として奨励され，

農林当局もまたその病虫害対策の見地から馬鈴薯の重要害虫として本2種の発生被害調査

を実施したことがあった.これを機に各地方で本2種の分布調査がなされ， また広く日本

全土における地理的分布と環境要因との関係を追及した人々もでて， マダラテントウ類研

究が活気を呈し，このような状勢が最近はやや下火になったとはL、え， 今日までつづいて

いるわけである.

筆者は 1948年5月から 10月にかけて京都大学農学部内田俊郎教援指導のもとに稲垣

(1949， 1950)を中心としておこなわれた京都大学農学部昆虫学研究室の京都市付近にお

けるニジユウヤホシテ γ トウとオオニジユウヤホシテントウの分布調査に協力し， 1950 

年から 1953年にかけては主として岡山県について(安江，浜田， 1954)採集調査を行な

い，ついで1954年から1955年にかけては中園地方の各県を t安江， 1956)， 1955--1956 

年には兵庫県内について(安江， 1955， 1956)採集をつづけた. 以後1960年になるまで

近畿，東海，北陸，関東および東北地方の一部にかけて本2種の分布調査を実施し，特に

主限を本州におけるニジユウヤホシテントウの分布北限とオオュジユウヤホシテ γ トウの

分布南限が明確にわかるように， 従来の幾多の分布研究において採集漏れとなっている地

点を特に選んで，筆者自身が現地調査をおこなった.

分布調査は本州だけに止まらず，その属島や四国，九州にもおよび， 北海道，奄美大島

をふくむ西南諸島，あるいは都合で渡島できなかった本州の属島などについては然るべき

筋に依頼して，夫々の現地で標本を採集してもらった. このほかの標本については岡山大

学農学部学生諸君の夏期帰省時の採集品や， この際特に明記したいのは京都大学農学部学

生，広島農業短期大学生による夏期採集品を多数筆者に寄贈された京都大学長学部内田俊

郎教授ならびに現岡山大学農学部清久正夫教授の好意である. その他各地の大学農学部，

*茄子科作物害虫ニジユウヤホシテントウとオオニジユウヤホシテントウの地理的分布，地理的

変異とその発育，越冬，休眠に関する生理生態学的研究第1編.
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農業試験場，科学博物館などに所蔵されている現存標本を夫々の当局者の好意により.採

集旅行の途次観察記録した.

この調査によって筆者自身，本2種の標本を確認した地点は総計延べ 322地点， 調査し

たが本2種のいずれをも採集できなかった地点、 57地点， これに標本確認による分をふく

めると総調査地点は 642地点となった.

なお文献記訟にかかわる本2種の産地の利用については古くは両種学名の混同があり，

近年では分類専門家によって度々ならず学名それ自身の変更がなされたりして， 論文によ

っては果していずれの種類を指すものか判断に苦しむ場合が少くない. したがって筆者の

生態学的， あるいは生物気候学的見地からみて両種を混同する恐れがない単独懐息地の記

録はこれを利用し， 両種混棲地帯にあるとおもわれる地方の文献については極く一部の論

文をのぞいてはその産地記録の利用をとくにさけたことをここに断っておく.

このようにしてえた採集地名あるいは確認地名を列記するとニジユウヤホシテントウに

ついては第1表， オオニジユウヤホシテ γ トウについては第2表にしめしたとおりとなっ

た.すなわちニジユウヤホシテントウについては総計415地点， オオニジユウヤホシテ γ

トウについては総計227地点である. そしてこの結果を基礎として， これに両種を混同

する恐れのない文献発表による産地の記録を加えて白地図上にプロットしたのが第1図の

分布図である. このほか筆者保存の標本には岡山大学小林純教授の助力によるタイ国チェ

ンマイ産のEρilachnasparsa s.ρarsa (Herbst) Dieke平3体，および国立科学博物館動

物学部黒沢良彦氏寄贈による中支湖南省産(白畑孝太郎採集)のニジユウヤホシテントウ

の標本がある.

いわゆるコプオオニジユウヤホシテシトゥ EpilachnaρωtulosaKONOの標本も若干

確認保管しているが，本論文においてはこの種類を一応取扱わないことにした.

なお第1表及び第2表にのせた両種標本の大部分は， 岡山大学農業生物研究所害虫郎，

岡山大学農学部作物客虫学研究室の筆者研究室に保管している.
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ニジユウヤホシテントウ Epiiachnasparsa or;entaiis DIEKEの産地表1 第

名

関東地方

1 東京都 世田ヶ谷区玉川中町

2 東京都 世田ヶ谷区松原町

3 東京都 府中市

4 東京都 府中市

5 東京都 八王寺市打越

6 東京都 商多摩郡浅川町

7 東京都 南多摩郡原町田

8 神奈川 川崎市灘ノ口

9 茨城 水戸市下市

10 茨 城土浦市

11 茨城土浦市

12 茨 城大館市

13 茨 城・ 石岡市

14 茨城 行方郡玉造町

15 栃木 足利市

16 栃木 大田原市野崎

17 栃木 猛谷郡矢板町

18 栃木 塩谷郡矢板町

19 栃木 塩谷郡氏家町

20 群馬 高崎市

21 群馬 前橋市

22 湾玉 越ヶ谷市

23 埼玉 東松山市松山町

江

大

井

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

江

本

条

江

崎

一

氏

1958. 8. 5 安

1947. 8. 20 京

1949. 8. 15 増

1958. 8. 5 安

1958. 8. 5 安

1958. 8. 4 安

1958. 8. 12 安

1959. 9. 18 安

1959. 9. 19 安

1959. 9. 19 安

1959. 9. 19 安

1959. 9. 19 安

1958. 8. 13 安

1958. 8. 4 安

1958. 8. 4 安

1954. 7. 16 安

1957. 8. 13 安

1957. 8. 14 安

1957. 8. 14 安

1957. 8~ 10 水

1957. 8. 31 中

1957. 8. 14 安

1954. 7. 30 弁

採集年月日名

方

南巨摩郡南部町内船

甲府市郊外

鯵岡市中島

磐田市

富士宮市西富士宮

浜名都湖西町鷲津

田方郡韮山村韮山

田方郡修善寺町横瀬

賀茂郡下田町了仙寺

賀茂都下田町城山

賀茂郡河津町湯ヶ野

賀茂郡河津町河津浜

田方郡韮山村守山

豊橋市

渥美郡田原町野田

敦賀市

敦賀市

徳井市足羽山

武生市

武生市

武生市

堺郡三国町三国港

大飯郡高浜町

地集採名

地部

梨

梨
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阿
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江
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江

江
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名

金

佐

高

徳

佐

安

広

徳

向

井

金

宿

河

福

福

安

安

安

安

安

安

安

安

中

駒

1949. 

1949. 

1949. 

1949. 

1949. 

1959. 8. 23 

1949. 8. 7 

1949. 8. 4 

1949. 8. 23 

1947. 6. 20 

1949. 8. 22 

1948. 8. 24 

1957. 5. 18 

1947. 8. 8 

1947. 8. 9 

1955. 8. 24 

1953. 9. 11 

1953. 10. 15 

1953. 9. 10 

1957. 8. 13 

1953. 9. 10 

1953. 9. 11 

1953. 9. 10 

1949. 8. 16 

1947. 8. 25 

左京区下鴨

左京区高野町

左京区一乗寺

左京区訟ヶ崎

左京区市原

左京区修学院

北区上賀茂

右京区平野

右京区上桂

右京区西京極

下京区

伏見区桃山

相楽郡木津町

相楽郡山城町上狛

綴喜郡八幡町

天田郡夜久野町下夜久野

竹野郡網野町

船井郡園部町

編知山市街知山

福知山市石原

綾部市綾部

宮津市由良

舞鶴市西舞鶴

大阪市内

大阪市阿部野区

採集年月日

8. 

7. 26 

9. 2 

8. 24 

名地集採名

都

都

都
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都
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都
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都

都
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都

都

都
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都
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19ω. 

名

金沢市上石引町

金沢市出羽町

金沢市金沢大学薬学部内

江沼郡山中町

富山市東岩瀬町

地集採名
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河芸郡

度会郡

大津市内

大津市坂本

彦根市

坂田郡米原町

高島郡今津町

奈良市法蓮寺町

奈良市

桜井市

橿原市八木

生駒郡生駒町
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箕 面 市
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田辺市
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東牟婁郡勝浦町那智山

東牟婁郡古座町
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神戸市垂水区舞子町

神戸市兵庫区鈴蘭台

神戸市兵庫区烏原

神戸市兵庫区大池

神戸市灘区原回
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西宮市
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玉島市勇崎

児島市六ロ島

児島市通生

玉野市

笠岡市伏越

笠岡市白石島

総社市三給

総社市市場

高梁市

高梁市広瀬

高梁市川面，鴨谷

高梁市木ノ山

津山市大谷

津山市高野

津山市総社

津山市滝尾

御津郡津高町横井

御津郡津高町宮原

御津郡津高町吉宗

御津郡一宮町楢津

御津都一宮町馬屋下

御津郡御津町金JlI

御津郡御津町野今日

御津郡御津町大戸

御津郡御津町紙工
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1953. 
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1952. 

1953. 

1952. 

1948. 

1952. 

1958. 

方

岡山市津島

岡山市笠井山

岡山市江ケ崎

岡山市原

岡山市財田町長幸1)

岡山市玉柏

岡山市牟佐

岡山市国府市場

岡山市三幡

岡山市小串

岡山市宮ノ浦

西大寺市八幡

西大寺市西大寺

西大寺市幸島

西大寺市政津

西大寺市片岡

倉敷市住吉町

倉敷市江長

倉敷市水江

倉敷市羽島

倉敷市西何知町

倉敷市

倉敷市姻南

倉敷市四十瀬
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小田郡美星町烏頭

上房郡賀陽町大和

川上郡成羽町星原

川上郡川上町地頭

川上郡111土町上大竹

川上郡成羽町

邑久郡牛窓町奥浦

邑久郡牛窓町鹿忍

邑久郡牛窓町牛窓

久米郡

久米郡穂波町

久米郡久米南町誕生寺

久米郡中央町加美

久米郡中央町打穴

久米郡中央町大緋和，阿井組 1955

久米郡処町中燐和谷 1955 

勝田郡奈義町滝本 1953 

勝田郡勝央町勝間田 1953 

勝田郡勝央町石生 1951. 

真庭郡落合町 '1951. 

真庭郡落合町西原 1951. 

真庭郡勝山町 1960. 

英国郡美作町林野 1952. 

英田郡美作町重量国原 1952. 

英国郡美作町湯郷 1952. 

英田郡大原町宮本 1951. 

英田郡作東町 1953. 
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御津~加茂川町豊岡

赤磐郡山陽町神田

赤磐郡瀬戸町

赤磐郡山方村

赤磐郡熊山町松木

吉備郡真備町

吉備郡足守町

含備郡高松町小山

吉備郡高松町生石

吉備郡昭葉町高間

吉備部昭細T種弁

都窪郡吉備町居室瀬

都窪郡早島町二軒屋

都窪郡清音村黒田

都窪郡山手村宿

浅口郡里庄町

後月郡芳井町種

後月郡芳井町吉弁
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和気郡備前町片上

和気郡和気町

和気郡吉永町

和気郡日生町大多府島

和気郡備前町瀬揚戸
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採集年月日
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

2

4

4
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弱
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何
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肉
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出
N
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N
M
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出
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唱
E
A
噌
E
A
噌
E
A
噌
E
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噌
E
A
唱
E
A
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E
A
噌
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E
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E
A
唱
E
A
噌
E
A
唱
E
A
噌
E
A、

・
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A
噌
E
A
-
-
-
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名

三原市幸崎町

高田郡八千代村根野

尾道市美ノ郷

御調郡御調町奥

御調郡御調町市

御調郡向島町

芦品郡新市町

福山市赤阪

府中市阿佐

府中市

府中市

福山市瀬戸町

沼隈郡沼隈町山南

福山市熊野

山口市

徳山市

光市

下関市長府町

萩市

萩市松本

萩市見島

長門市俵山

長門市正明市

長門市青海島

宇都市

玖珂郡美川町宮ノ串

地集採名

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

口

口

口

口

口

口

口

口

日

口

口

口

県

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

m
m
m
m
m
m
m
制

加

揃

加

m
m
抑

制

抑

制

制

m
m
制

抑

制

御

抑

制

曳

合

江

泉

江

田

玉

滝

川

江

満

江

江

田

川

江

江

江

江

原

田

川

江

橋

名

舟

小

安

小

安

金

児

荒

藤

安

天

安

安

隅

吉

安

安

安

安

奥

奥

菊

民

安

高

n

u

a
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0

0

0

。

P

2

0

。

0

0

0

6

4

a

τ

q

a

q

O

A

3

唱
E
A
-
-
-
A
噌
E
A
自
リ
&
-
a
A
噌
E
A
噌
E
A
a
v
&
自
v
f
嗣
噌
E
A

a

-

A習
停

'

n

，

。

。

。

。

"

'

"

4

w

'

c

o
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o
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4

0
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0

e

o
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1952. 8 

1948. 7. 3 

1951. 9. 1 

1957. 10. 15 

1950. 4. 8 

1954. 8. 

1954. 8. 

1954. 7. 30 

1954. 8. 11 

採集年月日

1950. 

1954. 

1957. 

1957. 

1954. 

1954. 

1957. 

1957. 

1957. 

1955. 

1954. 

1954. 

1954. 

1954. 

1957. 

1954. 

名

英田郡大原町大吉

岡山市

西大寺市光政

笠岡市笠岡

広島市千田町

広島市

広島市宇品町

安芸郡熊野町

安芸郡東海田町

安佐都祇園町

安佐郡祇園田f

安佐郡可麓町可音E

安佐郡可部町亀山

佐伯郡西能美島鹿河

佐伯郡西能美島沖

佐伯郡佐伯町友和

佐伯郡廿日市町

佐伯郡佐伯町峠

佐伯郡宮島町

呉市阿賀

賀茂郡西条町

賀茂都寺西町

賀茂郡志和町

豊田郡河内町

三原市沼田東

地集採名

山

山

山

山

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

県

岡

岡

岡

岡

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広
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255 

254 

255 

256 

276 



木

本

本

国

閏

江

村

竹

竹

江

江

江

江

江

藤

江

江

竹

上

江

々佐

岡

岡

河

河

安

藤

大

大

安

安

安

安

安

内

安

安

大

河

安
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5
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噌
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品

噌

E
A

唱
E
A

噌
E
A

唱
E
A

噌

目

晶

唱

E
A

唱
E
A

唱
E
A

唱
E
A

噌
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-
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唱
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E
A

噌
E
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益田市高島

簸川郡大社町

那賀郡三隅町

通摩郡湯泉津町

八束郡八束村大恨島

鹿足郡津和野町

周吉郡西郷町

周吉郡西郷町下酋

周吉郡西郷町銚子

周吉郡西郷町岬

周吉郡西郷町都万目

周吉郡西郷町原因

周吉郡西郷町中条

周吉郡中村松ヶ浦

穏地郡五箇村

穏地郡五箇村北方

穏地郡五箇村浜

知夫郡西島町果、木

益田市

鹿足郡日原町

根

狼

根

恨

恨

根

根

根

根

根

根

根

根

根

根

根

根

根

根

線

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

島

烏

島

島

島

島

島

島
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おゲ

おけ

332 

333 

334 

335 

336 

337 

抑

制

却

制

泌

総

悩

狐

制

抑

制

江

江

江

村

安

安

安

中
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地方

丸亀市本島泊浦

丸亀市本島泊浦

丸亀市広島

丸亀市丸亀

国

JII 

JII 
)11 

JII 

*標本来見

四

349 香

350 香

351 香

352 香

江

江

江

江

江

江

江

江

江

谷

江

田

江

江

田

江

田

方

本

木

江

本

江

本

因

江

田

安

安

安

安

安

安

安

安

安

水

安

河

安

安

河

安

河

四

岡

鈴

安

岡

安

岡

河

安

河

7. 18 

9. 7 

9. 7 

9. 8 

7. 15 

7. 16 

7. 16 

7. 16 

7. 15 

8. 4 

3
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4

1
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0
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4
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4
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姉
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w
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悶

悶
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W
拙

鮒
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A
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E

A

噌
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A

噌
E
A

唱
E
A

玖珂郡玖珂町高森

都濃郡南陽町富田

佐波郡徳地町姻

佐波郡徳地町笹滝

阿武郡旭村佐々並市

豊浦郡豊田町西市

豊浦郡豊北町滝都

豊浦郡豊浦町小$

吉敷郡小郡町

鳥取市樗渓

鳥取市

鳥取市吉方

倉吉市上井

倉吉市上弁

米子市米子

境港市

境港市

松江市

径江市殿町

訟江市南田町

松江市北訟江

浜田市

江津市江津

益田市美濃地

益 田 市

益田市鎌手

益田市鎌手

ロ

口

ロ
口

口

取

取

取

取

取

取

取

取

根

狼

根

根

根

根

根

根

制

限

根

ロ

ロ

口

口

一
山

山

山

山

山

山

山

山

山

鳥

鳥

烏

烏

鳥

烏

烏

鳥

島

島

島

島

島

島

島

島

烏

島

一
抑

制

制

弧

制

抑

制
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310 

311 

312 

313 

314 

315 

316 

317 

318 

319 

320 

321 

322 

323* 
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325宇
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327 
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お3

354 

お5

356 

357 

358 

林

林

江
田
江
田
・
山
由
・
山
崎

w

w

 

安

河

安

河

k

k

氏

梅

梅

採集年月日

1958. 9. 2 

1960. 8. 3 

1958. 9. 2 

19印 8. 3 

1912. 5. 10 

1912. 5. 3 

1959. 3. 7 

1958. 10. 25 

名

始良郡霧島町神宮駅前

始良郡霧島町神宮駅前

始良郡霧島町霧島神宮

始良郡隼人町

熊毛郡屋久島

熊毛郡種ヶ島

大島郡徳之島

大島郡沖江良部島

地集採名

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

県

p
o
n
'
O
B
0
3
A
U

噌

i

n

，u
q
a

u
u
u
u
羽

お

お

鎚

名

江

上

原

本

泉

中

田

民

安

村

三

岸

小

野

浜

9. 18 

8. 11 

7. 12 

5. 22 

8. 3 

8. 20 

採集年月日

1960. 

1949. 

1949. 

1949. 

1960. 

1949. 

1949. 

名

小豆郡土庄町

香川郡直島町

仲多度郡神野村

徳島市

三好郡西祖谷村大歩危

松山市郊外

南国市大篠

地集採名

川

川

川

島

島

緩

知

県

香

香

香

徳

徳

愛

高

木

江

己

己

田

沢

松

江

江

江

江

江

江

江

江

鈴

安

辰

辰

和

松

久

安

安

安

安

安

安

安

安

1941. 

1957. 

1948. 

1948. 

1948. 

1950. 9. 5 

1957. 7. 19 

1962. 10. 3 

1962. 5. 26 

1962. 5. 26 

1962. 5. 26 

1962. 5. 26 

1962. 9. 24 

1962. 9. 23 

1962. 9. 23 

8. 10 

8. 12 

7. 26 

7. 6 

7. 14 

加

大垣市

日高郡南部町

神崎郡五筒荘町

大津市

奈良，黒髪

宮崎市下北方

八丈島

静岡市中藁科奈良間

名古屋市千種区

名古屋市守山区

春日井市

小牧市

美濃市

富山市東岩瀬町

婦負郡婦中町新屋

追

阜

山

賀

賀

良

崎

京

岡

知

知

知

知

阜

山

山

歌

岐

和

滋

滋

奈

宮

東

静

愛

愛

愛

愛

岐

富

窟

384 
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386 
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品

内

a

q

a

q

a

下

-m
下

江

田

沢

江

江

山

橋

江

山

城

田

回

江

w
 

木

U

木

安

河

筏

安

安

立

高

安

立

茨

河

河

安

F
D
F
D
r
D
a
a胃

9. 2 

8. 14 

8. 29 

8. 4 

8. 3 

8. 25 

5. 1 

8. 

9. 

8. 

6. 

4 

6 

3 

n
g
A
E
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9. 

F

弘

&
5
a
n
t
l
a
a
o
L
a
8
9
a
A弘

a
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r
D
'
A
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D
F
D
a
v
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F
D
F
D
a
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aa宮
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a
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a
a
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e
o

n
w
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n
E
n
F
n
V
A
3
0
M
A
ヨ

A
E
n
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ヨ
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A
Y
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B
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A
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A
噌
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A
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A
-
-
A
噌
・

A

噌

EA
噌

EA

噌

'A
噌

EA
噌

EA

噌

EA

方

糸島郡前原町波多江

別府市

中津市

玖珠郡玖珠町由布院

阿蘇郡波野村滝水

宮崎市

宮崎市

児湯都都濃町

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

川内市

出水市

出水市

谷山市

始良郡牧園町丸尾

地九

福 岡

大分

大分

大分

熊本

宮崎

宮 崎

宮崎

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

鹿児島

州

359 

抑

制

抑

抑

制

縮

鰯

抑

抑

制

抑

m
m
m
m
m

l
l

回。l
l



竹

竹

木

木

脇

本

田

谷

大

大

近

近

森

橋

岩

奥

1943. 

1952. 

1935. 

1941. 7. 5 

1956. 6. 30 

1956. 8. 13 

1952. 7. 1 

1953. 7. 25 

8. 30 

8. 20 

神戸市東灘区魚崎町

抵江市

大阪市東住吉区臨南寺

東牟婁郡司王本町大島

久米郡大東町坪井

勝田郡勝央町福吉

多紀郡篠山町

多紀郡西紀村河谷

庫

根

阪

山

山

山

摩

庫

歌

兵

島

大

和

岡

岡

兵

兵

ω
m
w
m
 

aa宮

a
a
τ
a
a官

411 

412 

413 

414 

415 

林

江

江

田

田

田

国

松

安

安

河

河

河

河

久

7. 29 

6. 7 

6. 10 

8. 21 

8. 21 

8. 21 

8. 21 

1962. 

1962. 

1962. 

1962. 

1962. 

1962. 

1962. 

上野市花ノ木

西牟婁郡周参見町

西牟婁郡大事喜村木守

広島市基町

広島市古島町

広島市横川

広島市鏡津

大島郡名瀬市

三 重

和歌山

和歌山

広島

広島

広島

広島

鹿児島

的∞
m

m
出

回

M
M
w
m
w

a
-
a
a
τ
a
a
τ
a
u
τ
a
n宮 7. 27 1957. 

オオニジュウヤホシテントウ Epilachnavigintioctomaculata MO'I前町民XYの産地表2 第

北海道 地 方

1 北海道 帯広市

北海道 帯広市

北海道 札幌市

北海道 札幌郡広島村

名

福

福

江

山

氏

安

永

7 

9 

採集年月日名

石川郡石川町

南会津郡槍校岐村

地集採名

島

島

県名氏採集年月日名地集採名県

l
t
H
H
l
t
 

8. 

8. 

1959. 

1949. 

12 

13 

高 野

安江

安江

安江

安江

Lewis 

安江

安 江

安江

安江

an宅

0

6

0

0

0

6

0

6

の，
U

A

3

0

0

0

0

0

0

唱
E
4

9

8

8

8

8

8

8

8

8

8

 

1949. 

1958. 

1959. 

1958. 

1959. 

1923. 

1958. 

1959. 

1959. 

1959. 

方

足利市和泉

矢板市矢板

矢板市矢板

大田原市大田原

大田原市野崎

日光市日光

那須郡西那須町

那須郡馬頭町

那須郡小川町

那須郡黒羽町

地

木

木

木

木

木

木

木

木

木

木

東

栃

栃

栃

栃

栃

栃

栃

栃

栃

栃

関

14 

15 

F
O

勿

'

O

6

0

3

n

u

'

A

の

必

伶

3

噌

A

1

A

噌

i

唱

A

。
，
“
の
4

の
d
n
F
U

村

村

本

村

江

江

泉

江

江

江

江

島

島

池

木

安

安

小

安

安

安

安

8. 14 

8. 17 

8. 18 

1952. 10. 11 

1952. 10. 9 

1954. 8. 16 

1959. 8. 6 

1959. 8. 6 

1959. 8. 7 

1959. 8. 7 

1947. 

1947. 

1961. 

方

西磐井郡平泉町

盛岡市

米 沢 市

平市

常磐市湯本町

田村郡小野町新町

石川郡平田村蓬田

東北地

岩 手

岩 手

山形

福 島

福島

福 島

福島

。L
q

a

a

n官

'
'
o
O
A
B
A
U
噌

A

噌

E
A

唱

E
A

5 

6 



名

8

5

6

1

1

0

6

6

6

0

v

7

0

S

5

 

噌

E

A

'

E

A

噌

aA
唱

EA

噌

EA
唱

E
A
'
E
A
'
E
A

内
崎

u
n
p
u
-
a
γ
u・

8

1

0
め

a

a

a

8

a

a

a

8

8

7

8

9 

江

江

野

井

江

石

江

江

江

崎

江

江

江

崎

塚

館

江

江

江

江

月

月

月

江

江

泉

虫

安

安

高

橋

安

倉

安

安

安

井

安

安

安

井

宝

昆

安

安

安

安

墓

望

望

安

安

小

田方郡上狩野村茅野

賀茂郡河津町湯ケ野

韮崎市

南都留郡河口湖

北都留郡上野原町

南都留郡道志村福池

西八代郡市川大門町

西八代郡下部町

西八代郡身延町八木沢

大野郡鳩ケ湯

敦賀市追分

敦賀市新匹目

福井市

大野郡五箇村打波

揖斐郡谷汲村

金沢市湯湧谷袋

金沢市金沢大薬学部内

金沢市上石引町

金沢市

上新川郡大沢野町

下新川郡宇奈月町{首岳

東砺波郡五箇山地方

西頚城郡能生町鬼舞

長岡市悠久山

村上市

民採集年月日

1959. 9. 19 

1959. 9. 19 

1949. 8. 10 

1949. 7. 19 

1958. 8. 15 

1948. 9. 9 

1958. 8. 6 

1958. 8. 6 

1958. 8. 5 

1951. 8. 1 

1960. 10. 7 

1960. 10. 7 

1954. 7. 14 

1951. 8. 1 

名地集採名

岡

岡

梨

梨

梨

梨

梨

梨

梨

井

弁

井

弁

井

県

静

静

山

山

山

山

山

山

山

福

福

福

福

福

勾

'

o

o

n

g

A

U

噌

A

0

4

4n唱

aa宮

a
a
τ
F
O
r
a
r
D

q
a
a
a宮

F
D
P
D
w

，。
o

n

3

n

u

t
-
u
F
D
r
D
F
D
F
D
F
D
F
D
E
O
 

1926. 

1952. 

1957. 

1957. 

1954. 

1960. 9. 30 

1957. 6. 9 

1958. 6. 12 

1960. 10. 5 

19回. 10. 6 

1957. 10 

7. 14 

8. 22 

8. 15 

8. 15 

7. 5 

阜

川

川

川

川

山

山

山

潟

潟

潟

唱

A

n

，
“
内
a
a
n宮

F
D

E
o
p
o
c
o
e
O
E
D
 

岐

石

石

石

石

富

富

富

新

新

新

6

7

8

9

0

1

 

e
o
e
o
c
u
p
o
η
'
w
'
 

名

江

江

野

江

江

江

野

野

野

江

江

野

野

野

江

江

野

野

江

江

江

安

安

高

安

安

安

高

高

高

安

安

高

高

高

安

安

高

高

安

安

安

氏採集年月日

9. 21 

9. 21 

7. 25 

7. 25 

8. 7 

8. 7 

8. 

1958. 

19印.

1949. 

1959. 

1959. 

1958. 

1949. 

1949. 

1949. 

1958. 

1959. 

1949. 

1949. 

1949. 

1959. 

1959. 

1949. 

1949. 

1958. 

1958. 

1958. 

塩谷郡塩原町関谷

海谷郡盗原町古町

大野郡花園村

前橋市

勢多郡新里村

水戸市下市

石岡市

土浦市神立

新治郡玉里村

那珂郡東海村

久慈郡太子町

小金井市

立川市

府中市

府中市分倍河原

八王寺市打越

青梅市旧霞村

西多摩郡福生町

南多摩郡浅川町田谷

南多摩郡浅川町裏高尾

南多摩郡原町田

名地集採名

木

木

玉

馬

馬

竣

滅

城

城

城

崎

城

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

栃

栃

埼

群

群

茨

茨

茨

茨

茨

茨

東

東

東

東

東

東

東

東

東

東

県

川
“
お
お

g
m
m
m
初

羽

明

記

お

山

品

お

お

U

M

ぬ

鈎

的

制

H
U
M
M
m
M
M制

1
1
H
M
l『

江

江

安

安

7 

9. 18 

9. 19 

1959. 

1959. 

方

田方郡上狩野村湯ケ島

回方郡上狩野村漏ケ島新回

中部 地

45 静岡

46 静岡



田

崎

江

田

阜

県

橋

本

田

・

β

富

井

井

村

本

本

田

田

江

江

W
 

河

川

安

河

福

高

面

棋

士

口

h

永

訟

松

西

山

山

河

内

安

安

7. 17 

7. 13 

7. 12 

7. 8 

7. 30 

7. 30 

7. 11 

6. 1 

8. 

8. 6 

7. 31 

6. 3 

6. 3 

O
O
F
a
r
o
o
o
n
t
 

'
E
-
-
n
y
“
，
，

E

・

5
8
A
U
5
1
 

唱

E
4

7

9

a

1

4

9

5

7

1

2

3

3

a

1

2

2

0

6

6

 

r
D
a
4
P
D
F
D
q
a
a
a
τ
r
D
a
a
τ

唱

A

r

D

F

D

F

D

F

9

F

D

r

D

E

U

F

O

F

D

F

D

n

V

A汐

A
B
n
u
d
n
3
0
3
n
v
nヨ

n
v
q
u
n
w
u
n
v
n
E
n
w
u
n
E
n
v
n
w
u
n
E
Q
ν

噌

E
A
-
-
A
唱

EA
唱

a
a
-
-
E
A
噌

EA
噌

EA
唱
・

A

噌

EA

‘
・

4

噌

EA

唱

E
A
-
-
A
噌

E
A
-
-
A
噌

EA
唱

・

品

噌

EA
唱
・
・
・

桜井市

吉野都黒滝村

宇陀郡榛原町

宇陀郡榛原町

箕面市箕面公園

量豊能郡東能勢村妙見

新宮市

伊都郡九度山町河根

波崎郡城崎町

養父郡関宮妙見山

宍粟郡千種村船越

宍粟郡千種村鷹巣

宍粟郡千種村西河内

氷上郡青垣町神楽

氷上郡青垣町芦田

朝来郡生野町

美方郡浜坂町居組

多紀郡西紀村草山，本郷

多紀郡西紀村草山，遠方

奈良

奈 良

奈良

奈良

大 阪

大 阪

和歌山

和歌山

兵 庫

兵庫

兵庫

兵 庫

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

兵庫

m別

M
m

仰

∞

ωω
凶

M
W
M
W
M
w
m
w

'ha.

，E--'EE.

，EA
噌

E・・

'
E
A
'
E
.
‘，
E--

熊

本

熊

熊

熊

平

樋

怪

樋

樋

樋

野

6. 16 

6. 6 

8: 16 

8. 5 

8. 30 

7. 

1951. 

1952 

1957. 

1959. 

1960. 

1937. 

中魚沼郡津南町

高田市新進

南魚沼郡蓬沢

岩船郡来島

佐渡郡小木町

越 後

潟

潟

潟

潟

潟

潟

新

新

新

新

新

新

。，u
q
a
a
a
τ
F
g
e
O

句

4

W
4
w
d
n
4

勿

'

w

t

"

'

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

回
東
一
一
房
塚
田
坂

浜

安

花

中

河

宮

8. 20 

8. 10 

8. 20 

8. 17 

5. 30 

8. 8 

1950. 

1952. 

1951. 

1953. 

1953. 

1950. 

方

英田郡西粟倉村青野

勝田郡勝田町久賀

勝田郡勝田町右手

勝田郡奈義町関本

勝田郡奈義町行方

苫回郡奥津町下斎原

地

山

山

山

山

山

山

国

岡

岡

岡

岡

岡

岡

中

116 

117 

118 

119 

120 

121 

江

江

江

中

瀬

田

野

野

野

上

江

江

江

江

江

江

江

辺

塚

館

虫

安

安

安

田

成

徳

佐

佐

佐

村

安

安

安

安

安

安

安

川

宝

昆

1956. 10. 5 

1955. 5. 29 

1955. 5. 29 

1951. 8. 28 

1951. 8. 24 

1949. 8. 13 

1949. 9. 2 

1949. 8. 24 

1949. 8. 24 

1949. 9. 2 

1953. 10. 15 

1953. 10. 15 

1953. 10. 15 

1955. 8. 24 

1955. 6. 24 

1956. 6. 3 

1956. 6. 3 

1952. 8. 

1920. 7. 20 

名張市

伊香郡木之本町

伊香郡余呉村中之郷

伊香都余呉村片岡

高島郡牧野村西庄

京都市左京区貴船

京都市左京区八瀬

京都市左京区鞍馬

京都府左京区二瀬

京都府左京区貴船

船井郡日吉町胡麻

船井郡日吉町上保野田

船井郡丹波町高原

天田郡夜久野町下夜久野

天田郡三和町細見

船井郡瑞穂町橋間

天田郡三来町蒐原

宮 津 市

京都市右京区愛宕山

方地

重

賀

賀

賀

賀

都

都

都

都

都

都

都

都

都

都

都

都

都

都

畿
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n
u

"
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n
t
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創

的

何

回

M

E

ω

M

w

m
副

総

一

滋

滋

滋

滋

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

n
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U
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i
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q
a
a
a
τ
r
D
P
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O
B
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u
u
n
B
A
B
A
B
Q
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n
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1
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名
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，

“

内

3
4
n望

F
a
e
o
n
'
'

泊

酒

内

耳

叫

削

噌

A

n
L
n
L
0
4
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u

。
，

u
n
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0
4
a
4
q
a
q
u

噌
EA

噌
EA
唱

EA
唱

EA

噌
EA

噌
EA

岡

阿

岡

岡

岡

両

岡

岡

岡

岡

岡

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

広

169 

170 

171 

回

江

江

江

江

山

田

泉

山

本

江

村

江

江

江

江

原

良

江

玉

津

原

原

江

辺

亀

河

小

亀

橋

安

中

安

安

安

安

安

世

安

・児

今

中

中

安

渡

民

河

安

安

安

安

6. 

8. 16 

8. 16 

7. 4 

8. 28 

n
E
a
a
τ
a
a
τ
r
B
A
u
d

噌

A

噌

i

e

O

唱

i

唱

A

F

3

0

0

。
，

U

噌

A

A

U
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“

。

4
A
Y山
噌

A

唱

A

噌

A

n

L

噌

A
q
u
n
J
U

噌

i
n
L
n
J
U

噌
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q
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o

a
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a

5

9

a

a

q

u

a

-

-

a

7

a

a

n

乱
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ι

採集年月日

1961. 

1951. 

1951. 

1960. 

1950. 

1951. 

1960. 

1953. 

1951. 

1953. 

1953. 

1960. 

1955. 

1961. 

1955. 

1955. 

1951. 

1954. 

1954. 

1954. 

1954. 

1954. 

1954. 

1955. 

1954. 

新見市千屋，花見

阿哲郡大佐町丹治部

阿哲郡大佐町荊部

新見市桜

阿哲郡哲多町新砥

阿哲郡哲多町矢戸

阿哲郡神郷町新郷

新見市草間

川上郡成羽町吹屋

川上郡川上町上大竹

川上郡川上町高山市

比婆郡高野町森脇

比婆郡西城町落合

比婆郡西城町油木

比婆郡東城町

比婆郡比柳T

神石郡油木町

甲奴郡甲奴町上)11

甲奴郡上下町

高田郡高宮町来原

高田郡美土里町生桑

双三郡布野村布野

三次市廻神

世羅郡世羅西町小園

山県郡芸北町雄鹿原

名地集採名

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

島

島

島

島

島
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島

島
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名

原

江

江

江

江

江

江

江

江

江

苫田郡奥津町奥津

苫田郡奥津町奥津

苫田郡奥津町奥津

苫田郡上斎原村石越

苫回郡上斎原村湯ノ;谷

苫田蕊鏡野町目下

苫回都鏡野町岩屋

苫回都鏡野町真経

苫回郡鏡野町中林

苫田郡加茂町知和

苫田郡加茂町河井

苫田郡加茂町河井

苫回郡阿波村大畑

苫田郡阿波村大杉

苫田郡阿波村竹ノ下

苫田郡阿波村大杉

苫田郡阿波村尾所

真庭郡八東村下長田

真庭郡川上村上積回

真庭郡川上村上徳山

真庭郡勝山町神庭

真庭郡湯原町下湯原

新見市千屋，花見

新見市千屋，市場

新見市千屋，朝間

民

石

安

安

安

安

安

安

安

安

安

8. 

8. 10 

7. 4 

7. 14 

7. 4 

8. 22 
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8. 23 
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8. 12 
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本

泉

泉

泉

田

中

岸

小

小

小

浜

野

1949. 7. 'J:l 

1955. 10. 16 

1955. 10. 16 

1955. 10. 16 

1949. 8. 24 

1949. 8. 3 

方

麻植郡木屋平村銅山

美馬郡一字村川又

美馬郡一字村川内

美馬郡一字村桑手

長岡郡農村大杉

温泉郡川内町拝志

四 園地

198 徳 島

199 徳 島

2∞徳島

201 徳 島

202 高 知

203 愛 媛

南

南

沢

江

阿

阿

径

安
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5

幻

1

0
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1960. 10. 5 安江

1959. 9. 21 安江

1949. 9. 6 高野

1949. 8. 11 長沢

1962. 10. 8 安江

1962. 10. 8 安江

1962. 9. 24 安江

1962. 5. 27 安江

1962. 7. 23 林

1961. 9. 30 安江

1952. 7. Li & Cook 

1962. 6. 10 安

1962. 6. 8 安

江

江

8. 19印.

1960. 

1951. 

1958. 

方

阿蘇郡波野村滝水

阿蘇郡波野村波野

西臼杵郡三ヶ所村

始良郡霧島町霧島神宮

九州地

204 熊本

熊本

宮 崎

鹿児島

205 

206 

207 

加

西顕城郡名立町

八王寺市北野

東松山市

神戸市灘区摩耶山頂

西多摩郡奥多摩町氷川

西多摩郡奥多摩町古里

益田郡萩原町

坂田郡米原町醒井上丹生

上野市長田

北桑田郡京北町周山

山辺郡山添村波多野

西牟婁郡大事答村木守

東牟婁郡御座川町平井

追

208 新潟

209 東京

210 埼玉

211 兵庫

212 東京
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215 滋 賀

216 三重

京都

奈 良

和歌山
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中村
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佐4木

益田高校
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山県郡戸河内町柴木

山県郡戸河内町餅木

山県郡加計町温弁

佐伯郡吉和村頓原

佐伯郡佐伯町友和

佐伯郡吉和村冠山

芦品郡協和村(旧大正村)

玖珂郡錦町上大野

玖珂郡錦町高根

都濃郡鹿野町

佐波郡徳地町滑

日野郡日野町

日野郡日野町黒坂

日野郡江府町江尾

日野郡江府町下蚊屋

日野郡石見村上石見

米子市

八頭郡河原町西郷

八頭郡智頭町那岐

益田市

仁多郡阿井村呑谷

箆足郡六日市町七日市

箆足郡六日市町本町

鹿足郡六日市町掌地

邑智郡邑智町浜原

飯石郡赤来町赤名
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島

島

島

島

島

烏

口

広

広

広

広

広

広

広

山

山

山

山

鳥

烏

烏

烏

烏

烏

烏

鳥

島

島

島

島

鳥

島

島

189 

口

口

口

取

取

取

取

取

取

取

取

根

線

根

根

根

根

根

187 

188 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

172 

173 

174 

175 

176 

177 

178 

179 

180 

181 

182 

183 

184 

185 

186 

1
1
M
m
l
l
 



( i ) 北海道地方:筆者自身はこの地方の現

地調査はしなかったが，札幌市，札幌郡広島

村，帯広市の標本を保管している.この地方の

マダラテ γ トウ類とくにオオュジユウヤホシテ

ントウの地理的分布をとりあつかったものには

内回 ・渡辺(1946)，渡辺(1950)の報告があ

り，これによれば北海道地方は全面的にオオニ

ジユウヤホシテントウのみが分布している。古

い記録では松村(1895)によると明治7， 8年

頃 (1874-1875)と明治19年(1886)に本種

が札幌市付近の馬鈴薯畑で大発生をして収穫皆

無になったところもあること，新開墾地では被

害はないが2年程たつと既棲息地から転移して

本種の害が目立つようになり，もっとも被害の

大きいのは札幌付近であって，夕張，空知，樺

戸地区の被害は云うに足らず天塩， 昔前， 鬼

鹿，留所，増毛等の地方では 1匹も採集できな

かったとのべている.これとおなじような現象

は内田 ・渡辺(1952)によっても報告され，戦

後新しく開拓された十勝国上川郡新得町字富村牛のトムラウシ開拓地では入植当年の本種

の馬鈴薯畑における発生は僅少であって，かえって付近に自生するイヌホオヅキ Solanum

njgrum L.の喰害のほうが著しかったという.

このほか北海道地方において本種の確実な記録を 2， 3あげると安富 (1954)が大雪山

麓層雲峡，苫小牧で採集，池本 (1955)は札幌市郊外の琴似町， 道南の森，十勝の新内，

芽室及び上川の中愛別で本種を採集， 川辺 (1947)は室蘭市， 泊， 七飯， 南幌向， 上手

稲，北見，網走，小鳥谷の諸地方の本種を資料として変異研究をおこなった.

また Li& Cook (1961)はオオニジユウヤホシテントウ HenosePilachnavigjntiocto・

maculata (MOTSCHULSKY) Li & CooK=Epj/achna vigintjoctomaculata MOTSCHULSKY 

の北海道における産地として十勝地方の Ashoromura，Chikkabetsu，礼文島，定山渓，札

幌をあげている.いずれにしても本地方は渡辺 (1950)が指摘したとおり，全面的にオオ

ニジユウヤホシテシトウの分布地とみてさしっかえない.

(ii) 東北地方:筆者自身による該地方の採集標本としては岩手県平泉町，福島県平市，

常盤市， 石川郡 (2カ所)， 田村郡の 6地点を調査し， 保管標本には山形市，福島県南会

津郡檎枝岐のいずれもオオニジユウヤホシテ γ トウばかりであった.

この地方も北海道とおなじように渡辺(1950)のいうとおり全面的にオオニジユウヤホ

シテ γ トウのみの棲息地域とみなしてよいようである. ただ最近になって(本編第2項の

なかでのべるが〕関東地方の東北部， 茨城及び栃木県では筆者の実地調査の結果，ニジユ

ウヤホシテントウの北限が従来知られていた場所よりかなり北進しており，福島県境の近

北海道及び東北地方第 1項
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くまでいっているので関東地方に接する岡県の東南部すなわち所調浜通り， 中通りの田

村，石川1.白河郡地方にはユジユウヤホシテントウがし、る疑いもあったので、筆者は実地に

採集をこころみたが，該種を得ることはできなかった.

上記の標本以外に東北地方におけるオオニジユウヤホシテントウの確実な記録として 2，

3あげると青森県南津軽郡黒石町では青森農試(1920)，秋田県では横手市(1952，9採

集)，岡県仙北郡西仙北町， 旧刈和野(1954，8，2採集)の池本(1955)の記録，山形県で

は山形農試(1954)によれば岡県置賜，最上，村山，庄内地方に発生， 岩手県では盛岡市

産のものについて牧 (1943，1949， 1954)の一連の研究があり， 筆者自身も 1952年 10月

に本種を岡市で観察した.同県上閉伊郡大槌町，紫波郡紫波町赤沢， 紫波町日諾産につい

ては山田(1957)の前絢背変異の研究資料としての報告がある.

宮城県内のオオニジユウヤホシテシトウについては岡県農試(1950)の発表によると，

県内全般に多発しており， 白石市，角田市，名取郡，亘理郡，名取市，宮城郡，仙台市，

玉造郡，柴田郡，伊具郡が産地にあげられる.福島県の産地については先にのべたとおり

であるが， 福島市付近の材料をもちいた高木 ・伊藤(1932)の生活史に関する研究があ

り，郡山市からは池本(1955)の資料にみられる.

なお各県農試が毎年発行している各県病害虫発生予察資料によれば山形県では三日町

(山形農試， 1955)， 秋田県では北秋田郡，鹿角郡，平鹿郡，大館市，能代市， 象潟町に

本種発生，特に県南の山間地の被害が大(秋田農試 1952，1953， 1954)，福島県では相馬，

石城，国島，富岡の諸地方に多発をみているく福島農試 1955，1958)， 

第 2項関東地方

関東地方のマダラテントウ類の地理的分布についての研究業績はわが国地方誌のなかで

も，比較的早くからなされていて， しかも精細に究明されている. すなわち高橋(1925)

は「関東地方に於ける二十八星瓢虫及び大二十八星瓢虫の分布」と題する彼自身の実地調

査にもとづくすぐれた報告を発表した. のちに該報にさらに追加調査を加えて両績の分布

を全日本的見地から考察をおこなった(高橋， 1932). この研究から約 20年あとには当時

農林省農事試験場にあった中田(1950)が， 馬鈴薯害虫防除技術指導上更に詳細な調査を

実施したので， 関東地方のマダラテントウ類に関する地理的分布は動物地理の立場からみ

ても，最も精細な地方誌ができ上った感があったのである.そしてこの中国の報告によれ

ば，関東地方では高橋が採集をおこなったときにくらべて， オオニジユウヤホシテ Y トウ ・

は更に南下しており， 文ニジユウヤホシテントウの北限は当時より遁かに北進している事

実がわかったので-ある.

したがって本地方に関するかぎり， もはや再調査の必要はないと考えられたが，筆者は

変異研究や生理実験の生体材料の入手のため， 今ひとつは中田(1950)の該地方の調査は

1947年から 1949年にわたって実施されたので，このときから約 10年の歳月が流れた現在

では， この両種の分布が如伺に変化しているかを観察かたがた 1958年から 1960年にかけ

て，中国(1950)の報告において調査もれになっていた地点につき， 主に暖地性の見虫で

あるニジユウヤホシテントウを対象とし℃該穐の北進性を再調査したわけである.

筆者自身による採集調査および標本観察によって本地方の両種棲息地確認地点は第 1
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表， 第2表にかかげたとおりであって， ニジユウヤホシテントウについては 24地点， ま

たオオニジユウヤホシテントウについては 35地点， このなかには両種混棲地もふくまれ

るが，総計延59地点について標本をみることができたわけである.

いまこれらの結果をもとにして， 主として中田(1950)の記録とを比較検討してみるこ

とにする.

東京都，埼玉県:筆者のみたところでは東京都区内地域では両種とも棲息をみるが，馬

鈴薯，茄子の被害があまり大きくなく棲息密度は少ない感があった. けれども都下地方や

これに隣接する神奈川，埼玉の郊外では容易に両種を発見できる.奥多摩*及び秩父地方

は今回は未調査におわったが， 高橋(1925)， 中田 (1950)の報告にあるようにオオニジ

ユウヤホシテ γ トウのみの独在地であるとおもわれる. 原町田の市街は東京，神奈川両都

県にまたがるが， 1958年 8月に調査したところでは両種が同ーの馬鈴薯，茄子畑に混在し

ているのを確認した. 南多摩郡浅川町においてはたまたまホオヅキと茄子を隣りあって栽

培していた家庭菜圏では， ホオヅキにはユジユウヤホシテ γ トウのみが加害しており，茄

子畑では両種が混在していた.

群馬県:本県については高橋(1925，1932)は未調査のようであり，中田(1950)の記

録では前橋，伊勢崎両市にオオニジユウヤホシテントウを産し， エジユウヤホシテントウ

は未採集であった. しかしながら前橋，高崎両市の種々の気温指標を同種の既知分布地の

夫れと比較してみると気候的には十分同種の棲息可能をおもわせるものがあったので， 筆

者はかねて実地調査を考えていたが， 信州大学繊維学部小山長雄氏は実験材料としてニジ

ユウヤホシテ γ トウを高崎市に求められていることを同氏の御教示により知った.

筆者は 1959年 8月上旬， 本県下へ採集に行き， 高崎市内でニジユウヤホシテントウを

とり，前橋市内の国鉄前橋駅南側の茄子の家庭菜園で， 両種が猛烈に喰害して殆んど枯死

しようとしている状態を確認したが， この際約3分の 1ヘクタールの面積で、あったが，両

種が別に棲分けはしておらず混在していたのである.筆者の多年の経験からいえば開放し

た広い圃場よりも，宅地にかこまれた風通しの悪い菜園で多くの被害がみられるのである

が，前橋の場合もこの例外ではなかった.

同日は赤城山南麓一帯に広大に拡っている畑作地帯のどの辺りまでニジユウヤホシテン

トウが分布をのばしているかを調べたが， 桐生市に近い勢多郡新里村においてオオニジユ

ウヤホシテントウを採集したに止まった. なお前橋北方の都巴である渋川市も気候的にみ

て前橋と殆んど変らず， 地形も利根川治いの同梼の景観であるから，ニジユウヤホシテ γ

トウの存在が予想されたので採集を予定しながら時間の都合上割愛した.

ところがここに注目すべきことは小池(1960，1961)の報ずるところによれば，同氏は

1959~1960 年に採集調査のすえ，前橋，高崎両市のほか同県南部の 7 地点で暖地系である

ニジユウヤホシテントウを新たに発見したことを記している.すなわち渋川市近くの北群

馬郡吉岡村上野田，赤城山南麓の勢多郡大胡町，太田市，富岡市，山田郡毛里田村， 群馬

郡箕郷町生原，新田郡笠懸村の諸地点であって， また極く最近同氏の私信によれば筆者が

予想していた渋川市内で本種を確認した由で、ある.

ホ 1962年 10月上旬， 筆者は東京都西多摩郡氷川町，日原，古里の一帯を調査したが，いずれも

オオニジユウヤホシテントウのみしか発見て、きなかった.
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これを総観してみると高崎，前橋，渋川，太田の線をむすぶ同県南部の標高200---300m

以下の低地帯には広く本種が分布しているものとおもわれるのである.

栃木県:筆者自身本県について実地調査を行なったり，あるいは標本について確認した

箇所はニジユウヤホジテ γ トウについては4地点すなわち足利市， 大田原市野崎，矢板市

および塩律郡氏家町である. またオオュジユウヤホジテシトウについては口地点すなわ

ち足利市，矢板市， 大田原市野崎， 岡市大田原町内， 那須郡西那須野町， 同郡黒羽町，

同郡小川町， 同郡馬頭町， 塩谷郡塩原町関谷， 同郡塩原町古町， 日光市であった.高橋

(1925)は本県南部の小山にちかし、間々田町で両種をとっており， 中田(1950)はオオニ

ジユウヤホγテγ トウを県中東部の茂木で，両種を字都宮および栃木両市で記録した.

高橋，中国の結果とくらべてみるとニジユウヤホシテ γ トウについていえば大田原市野

崎(約北緯36050つ， 矢板， 氏家が既知産地より以北にあるが， 矢板と民家の産地はこれ

以前に宇都宮大学農学部田中正氏が確認していた場所であって， 筆者の記録は別の実験用

生体材料をとり努々の再調査であった.大田原市野崎では本来の大田原市街か匂遥かに西

南へはなれた矢板北方の東北本線野崎駅構内の茄子畑で・両種を採集したのである.矢板市

矢板駅付近の茄子， 馬鈴薯畑でも両種は混在していたが，たまたま茄子とホオヅキがとも

に植えてあるところでは， ホオヅキにはニジユウヤホシテ γ トウのみが喰害しているのを

観察した.

なお田中によれば同地見虫同好会員が大田原市の本町でニジユウヤホシテシトウを採集

t也到したとのことをきいたし，文塩原町古町でも本種を採集したことを報じた記事*もあるが，

..J-;塩原町古町は気温も著しく低い所だが， 念のため 1960年7月に実地調査をなし 同地の

一品‘茄子畑を殆んどすべてしらべてみたが，全部オオニジユウヤホシテントウのみしか発見で

玉里

栃木県矢板市国鉄東北本線矢板駅附

近におけるオオニジュウヤホシテン

トウとニジユウヤホシテ Y トウ加害

地点(被害作物はナス，ホオヅキ〉

第 2 岡

茨滅県水戸市運動公園附近における

オオュジュウヤホシテ γトウとニジ

ユウヤホシテ γ トウの加害地点(被

害作物はナス)

第 3 図

*尾田善一(1954): コプオオユジユウヤホシテγ トウ栃木県(塩原)に産す， 新昆虫.7 (11). 

36. 
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きなかった.この両地の既記録を否定することは殆んど難しいし.筆者はこの両地をただ

1回しか調査をおこなったに過ぎないが， 本論文では両種混接の地帯付近とみなされると

ころに関しては，現物標本の確認を原則としたので両地の記録は除外した.

要するに今回筆者の調査によった大田原市野崎が本州太平洋岸のニジユウヤホシテント

ウの分布最北限と現在のところでは認められるのである.

茨城県:筆者自身本県について実地調査を行なったり，あるいは標本について確認した

ところはニジユウヤホジテ γ トウについては5地点すなわち水戸市， 土浦市，大館市，石

岡市，行方郡玉造町であり， オオユジユウヤホシテントウについては6地点，すなわち水

戸市，石岡市，新治郡玉里村，土浦市神立，那珂郡東海村，久慈郡太子町であった. なお

水戸北方にある常磐線泊線の目立

これを中田(1950)のしらべた

ところとくらべてみると，中田の

本県調査地点は鉾田，水戸，真

壁，鹿島，取手の5地点であり，

はじめの2カ所ではオオニジユウ

ヤホシテシトウのみを認め，最後

の2カ所ではユジユウヤホシテ γ

トウのみ，真壁では両種を採集し

ている.そしてニジユウヤホシテ

γ トウの本県においての北限は真

壁一奈良毛(鹿島神宮北方の北浦

畔にあって， 1925年高橋が調査当

時の茨城県最北のニジユウヤホシ

テγ トウの分布地)をむすぶ線で

あると記したが.筆者が実地調査

した水戸市は該線を抜いて，はる

か北方にあたることになる.千葉

県については筆者は調査しなかっ

た.いま高橋 (1925)，中国 (1950)

が発表したエジユウヤホシテント

ウの関東地方における分布北限図

と安江及び小池の調査による本種の新たに判明した北限とを比較すると第4図にしめした

ようになる.

市へ 1958年 8月10日にいって，

同地茄子畑をかなり丹念にしらべ

たが，食痕すらみることはできな

かった.

1SS・ t40D 

37. 

3&0 

*一一・一一*高橋(1925)，C一一一O中間 (1950)
. 一一一一 ・ 安江，小池(1962)

A 小田原 F 名 栗

B 拝島 G 熊谷

C 間々回 H 宇都宮

D 奈良 毛 I 富 岡

E 松 田 J 高崎

渋

太

野

水

K

L

M

N

 

)11 

田

崎

戸

第 4図 関東地方におけるユジユウヤホシテントウ

Epilachna sparsa orientalis DIEKEの

分布北限界の変遷

第 3項中部地方

中部地方において筆者自身が採集調査をおこない，或は標本を観察したところは第 1"'"
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2表にあげておいたとおりだが， そのうちエジユウヤホシテ γ トウについては 37地点，

オオエジユウヤホシテソトウについては 35地点， 総計延べ72地点であった.

東海地方:この地方について両種の地理的分布を精しく扱った報告は未だないが，部分

的にその発生状況などをのべたものをあげると， 名和 (1899，1917)はおもに岐阜地方に

ついて，愛知農試(1938)および尾崎(1950)は愛知県内について簡単にふれており， 静

岡県伊豆半島については高橋(1932)が言及しているにすぎない.

静岡県内の筆者の調査は大体国鉄東海道線治線，富士西麓の富士川流域， および伊豆半

島にかぎられた. 伊豆半島中部の天城山を中心とする山岳地帯にはオオユジユウヤホシテ

ソトウが屡息しており， いわゆる生物学的孤島を形成していることは高橋(1932)がすで

に指摘したところであるが， 筆者は 1959年9月現地をおとずれ狩野川および河津川流域

を下田町まで採集をおこなった結果， 天城山麓の上狩野村湯ケ島および湯ケ島新田，南斜

面河津川上流の河津町湯ケ野でオオニジユウヤホシテソトウの接息を確認. またこの山岳

地帯をおりて平地に位置する修善寺町の修善寺駅附近から狩野川の下流である田方郡韮山

村，三島市および南斜面の下田町ではニジユウヤホシテントウを採集した. そして賀茂郡

河津町湯ケ野の茄子畑ではおなじところで両種が混棲している事実をも観察した.

下田町は高橋 (1932)もニジユウヤホシテントウの分布地帯としており， 筆者自身同地

内の各所をかなり精細に採集をおこなってみたが. すべて典型的なニジユウヤホシテント

ウのみしか見当らなかった. しかしここで考慮に入れねばならないことは，オオニジユウ

ヤホシテ γ トウ EPilachnavigintioctomaculata MOrsCHULSKY = Epilachna niPonica 
LEWISを記載するにあたって Motschulsky(1857)が該種の原産地としたのは日本の下回，

第2原産地は東部シペリヤであることを Dieke(1947)がのべており，彼は高橋(1932)

の研究を引用して下回は温暖の地であるから本種を産することは不審である.恐らく附近

の山岳地帯で採集した標本に相違ないとかいている. また最近台商産マダラテントウ類の

分類学的報文をだじた Li& C∞k (1691)は Motschulsky(1857)の報文を引用しつつ

原産地の項には“Shimoda，Japan"とだけ記畿した. また一方渡辺(1951)は日本産マ

ダラテントウ類の学名整理に関する報文のなかで「日本産のものはその採築地は明記して

ないが，恐らく下回附近ではなL、かと想像される」と記した.以上のようにオオニジユウ

ヤホシテ γ トウの原産地については分類専門家の聞でも問題になっているところなので，

筆者は特に念を入れて調査した.

また湯ケ野における両種混接の茄子畑においては腹面が殆んど黒く， かつ後脚の腿節が

黒色であって，僅かに両端が赤褐色をしているオオニジユウヤホシテ Y トウを採集した.

このものは渡辺 ・坂上 (1947)のいわゆるコプオオニジユウヤホシテソトウ EPilachna

pustulosa KδNOの本州型に該当するとおもわれるが， この標本についての精細は別箇に

考えることにする.

さて次は静岡県中部の調査であるが， 中央気象台(1948)の新日本気候図帖の第13図

全年平均気温図をみれば年平均気温140C等温線が富士川治岸， 富士山西麓治いに山梨県

へ向って北方に凸形を呈しており， エジユウヤホシテントウの分布が予想されたので，

1958年 8月に採集旅行をおこない，富士市では両種ともに採集できずマダラテ γ トウ類独

特の食痕も茄子畑にみうけなかったが， 富士宮市ではユジユウヤホシテントウのみを認め
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た.静岡県西北部の大井，安倍，天竜川の上中流は実地調査本をしておらず， また文献もな

L、

北陸地方:北陸地方のマダラテントウ類の地理的分布については古く高橋(1932，1933， 

1935)のくわしい報文があり， わが国の日本海岸において，ユジユウヤホシテ γ トウの棲

息をみるところは福井県敦賀市附近のみであることをのべており， また山内(1952)は

「テ γ トウムシダマシ， 特に分布問題について」という報文で新潟県とくに中魚沼郡の

EPilacha属について， 新潟県下に暖地系のニジユウヤホジテントウが生物学的孤島の状

態。で存在可能かどうかを論じ， 結局岡県にみられる種類はオオュジユウヤホシテ γ トウば

かりであるとし、う結論をくだしている.文福井食試の友永(1951)は福井県下のオオニジ

ユウヤホシテントウについて精細な分布調査を発表した.

筆者が自ら調査採集し， 且つ標本を観察した本地方の地点は総計36地点であり， うち

ユジユウヤホシテ γ トウについては14地点， オオニジユウヤホシテントウについては22

点となった.

北陸地方を実地調査した由縁はニジユウヤホシテントウの本地方における産地が高橋

(1932)の指摘した敦賀ばかりでなく， 福井県武生市(福弁県博物学会， 1938)， 石川県

江沼郡山中町の標本があることを知ったので， 浜田以東の山陰海岸をふくめて能登半島に

至る日本海泊岸の低地にはさらに本種の発見が予想されることを述べておいたが(安江，

1952， 1955)， これを裏付けるために調査をはじめたので・ある. 山中町のニジユウヤホジ

テントウの標本は日本在留外人で， 甲虫類研究家として名があった JohnE. A. Lewisが

1918年7月8日に現地でとったものであり， 該標本は現在京都大学農学部昆虫学研究室に

保管されており，筆者はこれを検したわけである.

福井県内におけるオオユジユウヤホγテγ トウの分布と夏季平均気温との関係について

はさきにあげた友永(1951)が論じており， その産地43カ所をあげている.けれどもニ

ジユウヤホシテシトウについては何らふれておらない.筆者は 1954年 7月， 1957年 8月，

1960年9月の3固にわたって本県各地の実地調査をおこなったが， 福井市内では両種をと

ったが，個体数は明らかにニジユウヤホシテントウの方が多かった. 武生市でも同様.本

県の日本海に面する海岸地帯もしらべたが， 若狭湾にのぞむ大飯郡高浜町では 1954年，

1957年両度調査しても食痕すらみあたらなかったが， 195i年筆者が行なった直後の同年7

月30日に井崎市左衛門氏によってニジユウヤホシテントウが採集され， 該標本を福井科

学博物館の好意によって確認することができた.

また越前岬は気候図帖(1948)によってみても年平均気温160Cとなっておるので 1957

年 8月14日に現地を訪ねてみたが， 食痕さえ発見できなかった.九頭川口の堺郡三国町

ではユジユウヤホシテ γ トウによる茄子の被害が著しかった. 敦賀市も 3回しらべたが，

ホ 1962年10月，筆者は安倍)11の支流藁科川流域を踏査し中上流地区の安倍郡大川村日向， 清

沢村八幡を調べたがマダラテ γ トウ類lì~、ずれも採集できず，平野部に近い静岡市奈良間F付近

ではニジユウヤホシテントウのみであった.また静岡食試中回正彦技師によれば安倍川本流の

大河内村有東木ではオオニジユウヤホシテγトウを産しこれに対し東南部の駿河湾沿岸地方

の榛原郡(相良町，勝間回村，坂部村)，安倍郡〈有度村)，庵原郡〈著者原町)，富士市，駿東郡

(浮島村植田，愛鷹村今沢，長泉村南一色〉の低地帯ではすべてエジユウヤホγテγ トウのみ

が榛息しているとのことである.
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旧市内ではュジユウヤホシテントウばかりを採集した.敦賀市追分のオオニジユウヤホシ

テントウは市街をはなれた新北陸線新匹田駅の南で， 滋賀県境の分水嶺に近い山中の部落

である.

石川県内における筆者自身の調査は 1952，1954， 1957， 1960年に実施した.標本を確認

したところはユジユウヤホシテントウでは 2地， オオェジユウヤホシテシトウでは金沢市

である.ユジユウヤホシテントウの産地のひとつは江沼郡山中町であって， J. E. A. Lewis 
の採集品によるものであることは既にかいた.筆者はこれにもとづいて 1954年7月に同

地をしらべたが山中町の温泉地一帯では茄子畑もホオヅキも作っておらず，ついに両種を

ただ1匹すらとることもできなかった. このとき江沼郡の粟津，石動橋，片山津などの茄

子畑をもしらべたが，そこでも食痕すらみなかった.ところが1957年 8月15札金沢大学

薬学郁木村久吉氏の好意により同学部構内の薬草圃を見学したときに， 茄子科薬草にオオ

ニジユウヤホシテントウの被害が相当はげしい状態をみることができたが， このときオオ

ニジユウヤホシテントウの幼虫とまじって， ニジユウヤホシテントウの幼虫が盛んに喰害

しているのに気がついた.注意してみると同種成虫も採集できた. 翌日金沢大学理学部に

保存されている旧制第4高等学校当時の昆虫標本を同大学期克重氏の好意によって検討す

る機会を与えられたが，このなかに採集者， 採集地不明のニジユウヤホシテントウの標本

を発見したが，恐らく金沢市内で・えたものと想像されるが，もとより断定はできずにおわっ

た.ちなみに該標本は本論文の記録からは除外したが別に発表〈安江， 1958)しておいた.

ニジユウヤホシテントウは岡市小立野一帯の家庭菜園にはオオニジユウヤホシテントウと

ともに混在して茄子を喰害している.

石川県の日本海に面する海岸地帯 5カ所すなわち小松市安宅， 美川町， 金沢市外内灘

村，羽昨郡羽昨町，能畳半島西岸の富来町も調査したが茄子に食痕すらみなかった. もち

論ただ1回か2回の採集調査で接息せぬことを否定することは勿論できないことである.

これらの地方はすべて新日本気候図帖による年平均気温140C等温線以上の比較的温暖な

地域に属する.奥能登地方は石川農試 (1953)によればすべてオオニジユウヤホシテント

ウの分布地とみてよい.

富山県内のニジユウヤホシテ γ トウについては筆者により 1960年9月6日富山市東岩

瀬町，また 1962年9月28日，婦負郡婦中町で採集された. 中央気象台から 5年毎の観測

記録をまとめて発行されている気温報告 (1931-1954)をみると富山湾浴岸の伏木， 東岩

瀬，魚津，泊.等の町々は年によって年平均気温(最高気温と最低気温の平均値)140C 

を超えることもあり， また新日本気候図帖にも年平均 130C等温線以上の地帯となってい

る. したがって筆者はさきに金沢市にユジユウヤホシテントウが棲息している事実をつき

とめることができたから， 富山県内のこれら温暖な地方には本種が分布可能とおもわれた

ので， 1960年に筆者が実地調査したわけで-あった.ただ魚津市も同時にしらべたが食痕す

らみることができなかった.

筆者のこの調査ののち富山着陸試， 常楽武男氏の教示により岡県宇奈月町の田中(1956)が

下新川郡朝日町泊を富山県未記録の甲虫ユジユウヤホシテントウの産地としてあげている

ことを知った.本種は田中の記述によれば同町柚木通忠の採集品とのことである.とすれ

ば新潟県内には本種は未だ発見されてはし、なL、から， 日本海岸におけるニジユウヤホシテ

ントウの分布北限は富山県下新川郡朝日町泊(北緯36055つということになる.
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新潟県内について採集または標本につき調べえた地点は9地点であって， そのすべては

オオニジユウヤホシテントウのみであった. とくに本県西端の西頚城郡の海岸一帯は隣り

の富山県海岸部にニジユウヤホシテントウが棲息していることもあり， また気候的にみて

も年平均 13
0
C以上の地帯とされているところなので， ユジユウヤホシテシトウの存在も

予想されたため 1960年 10月に西頚城郡能生町， 名立町をしらべたが，オオニジユウヤホ

シテントウしかとれなかった.

新潟農試 (1951，1957， 1958， 1959， 1960)によれば本県内各地にオオニジユウヤホシ

テントウの被害が発生，特に魚沼，北蒲原，岩船地方は常発地帯であるとし、う.

筆者はまた長岡科学博物館樋熊清治氏の採集標本を検する機会を与えられたが，佐渡島，

莱島などの日本海上の孤島もオオニジユウヤホシテントウのみしかみられなかった.

東山地方:東山地方長野， 山梨両県のうち長野県におけるマダラテ γ トウ類の地理的

調査は筆者自身おこなわなかったが， 古くは村田(1925)の精しい分布調査が発表されて

おり， これによれば全県下にわたってオオニジユウヤホシテントウの単独地帯であること

は確実である.ただ将来ニジユウヤホシテシトウの発見可能性のあるところは比較的気候

の暖かい県南部の伊那地方と西南部の岐阜県中津川方面に隣接する地方であろうと小山

(1961)は記している.

山梨県におけるマダラテントウ類の分布調査については山梨農試(1953)，小泉 (1954)

の報告があり， これによると甲府市を中心とする甲府盆地一宇野の平地には両種ともみあた

らず， オオニジユウヤホシテ Y トウの被害は周辺部の山岳地帯に多く，県南西部の富士川

治岸， 富士西麓にあたる西八代郡には極く少数エジユウヤホシテシトウがみられると報じ

た.

筆者は内国俊郎教授の好意により寄贈をうけた京都大学長学部学生のマダラテントウ類

採集標本のなかに採集地甲府市郊外となっているニジユウヤホシテソトウ 1頭を認めた.

中央気象台の新日本気候図帖をみると宮土川にそう本県西八代郡南部と甲府市周辺は年

平均気温 140
C以上となっておりニジユウヤホシテントウの分布は十分考えられるところ

から，文上記の標本記録の再確認のため 1958年 8月上旬に山梨県を調査，南部町内船の富

士川畔の茄子畑でニジユウヤホシテントウを採集することができた.けれども甲府市内で

は相当広い範囲にわたって観察したが，茄子畑に本属特有の食痕すら発見で・きなかった.

第 4項近自農地方

近畿地方において筆者自身調査あるいは標本観察をおこなった地点は総計 155地点であ

る. このうちオオュジユウヤホシテントウについては 45地点， ニジユウヤホシテントウ

.については 110地点となった.両種の調査地点を府県別にみると三重仏大阪 12，京都38，

滋賀12，和歌山 15，兵庫56，奈良 11地点である.

本地方のマダラテントウ類の地理的分布について全般的にのべたものはなく， 高橋

(1932)が日本における総括的調査報告のなかでこの地方をとりあっかっているのがあるだ

けである.地方誌については京都大学食学部昆虫学教室員による採集調査を資料とした京

都市近郊におけるマダラテントウの分布と気候との関係をのペた稲垣(1949，1950)や混綾

地附近の両種の分布を取扱った巌(1954，1956)の報告があり，滋賀県については琵琶湖
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東部地区における両種分布境界地帯の発生様相と気候との関係を論じた新保(1952，1960) 

の報告がある. このほか圃場においてみられる両種の微細分布については吉田・内田・河

野・渡辺(1952)，巌(1956)の京都市における研究がある.要するに近織地方全般にわ

たって，オオニジユウヤホシテントウ， ニジユウヤホシテ γ トウの地理的分布を精しく調

べたものがなかったので，この採集調査を実施じたのである.

京都府については稲垣らの調査にあたってはそのある期間， 筆者も参加協力したのであ

るが，旧京都市街を中心とする京都盆地においては場所により両種の混懐がみられたり，

また季節的に両種の分布境界が多少移動するようであるが， 巨視的に概観すれば京都盈地

をめぐる北部山麓地帯が両者の分布境界をなしているといってきしっかえないと考える.

旧京都市北辺を走る境界線は大堰川に治って亀岡盆地に入り， 1953年 10月の調査ではユ

ジユウヤホシテントウは船井郡園部町まで分布している. 園部町の東北方の日吉町胡麻在

に瀬戸内海へそそぐ大堰川と日本海へ住く・由良川上流との分水界があり，標高203mの高さ

を保つがこの分水界の南北の地点すなわち太平洋斜面に属する日吉町胡麻， 向上保野田の

部落や日本海斜面にある船井郡丹波町高原(山陰本線下山駅附近〉のいわゆる丹波高原に

ふくまれる地域はすべてオオュジユウヤホシテントウが寝息する地帯である. この丹波高

原は園部町北方から西北部にのび福知山市近くまで達しているが， この間の高原上の畑地

はすべてオオニジユウヤホシテ γ トウの分布地域であることは筆者の 1953年， 1955年，

1956年の採集実地調査で明らかとなった.

綾部をふくむ福知山盆地一帯にはニジユウヤホシテ γ トウムシが嬢息し，。良川河口か

ら舞鶴市街まで分布範囲であることを 1953年， 1955年， 1957年にわたる現地調査で判明

したが，これについては既に一部発表ずみである(安江1954，1955， 1956)， 

また京都府の日本海岸に面する地方では従来まったく未記録であったが，暖地性のニジ

ユウヤホシテントウが点々と棲息している事実を筆者自身の現地採集によってt確かめるこ

とができた.すなわち京都府の北端部にあたる竹野郡網野町周辺(本町および磯)，宮津

市由良，舞鶴市西舞鶴町である.

この事実は本編第3項北陸地方のところでも述べたように，筆者がさきに指摘(1952)

した本種が今までの既知分布地域よりも日本海岸においてはさらに多くのところで発見の

可能性あることを予想したことを実によく裏書きしたものであると考える.

滋賀県について筆者が採集をおこなL、あるいは標本を検した地点は 12地点であり，そ

のうちニジュウヤホシテントウの産地は 7地， オオニジュウヤホシテ γ トウの産地は5地

であった.新保(1952，1960)は多年にわたって本県における両種マダラテントウの分布

と気候との関係を追究しているが， 琵琶湖東岸では長浜市，草津市，など湖東平野はニジ

ユウヤホシテントウの地帯であり， 湖北の伊香郡木之本町，伊吹山麓坂田郡伊吹村春照，

鈴鹿山脈の山中はオオユジユウヤホシテγ トウが分布し， ニジユウヤホシテ γ トウは愛知

川では平野部から山峡部入口までを凄息限界としている事実を記録している.

筆者の調査でも湖北地方の伊香郡中之郷， 木之本町ではオオニジユウヤホシテ γ トウを

とっており，坂田郡米原町，彦根市，神崎郡五箇荘町， 大津市などのいわゆる湖東平野か

らはユジユウヤホシテントウを採集している.

しかるに高橋(1933)は北陸， 山陰，山陽における両種の分布について論じて，湖北で

は敦賀から柳ケ瀬を越えて琵琶湖側へ入ると既にュジユウヤホシの分布地帯となると記し
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ている. 筆者および新保の調べたところではニジユウヤホシテ γ トウの滋賀県における北

限は高島郡牧野町と長浜市を結ぶ線が限界であって， これより以北の琵琶湖の北端部一帯

の地域はオオユジユウヤホシテントウのみの接息地となっている.高橋との相異は当時に

おける調査不十分のためか， その後における両種分布様相の変動によるものかはし、ま結論

を下すわけにはいかなし、. ' 

つぎに三重，奈良，和歌山 3県にまたがる紀伊半島における両種マダラテントウの今日

における分布状態(第1国自主照)をみると， これと高橋(1932，1935)が発表した該地域

の分布図とを比較すれば，紀伊半島においてはオオニジユウヤホシテントウの接息範囲が，

高橋が記した当時よりも著しく拡大していることがわかる.

ところで筆者は和歌山県新宮市でとられたオオニジユウヤホシテ γ トウの標本を 1頭も

っている. これは 1955年 7月に当時筆者の教室の専攻学生で同地出身者の採集に係るの

である.新宮市は紀伊半島の南端にもかく黒潮の影響をつよくうける気候温暖の地であり.

年平均 170Cのところである. ここには勿論ユジユウヤホシテントウが殆んどであるが，

オオニジ品ウヤホシテントウが嬢息しているのに不審をいだき， 翌年夏再び岡市のおなじ

採集地点附近在くまなく調べてもらったが，二度ととることはできなかった. しかしなが

ら現地でオオニジュウヤホシテソトウをとったことは事実である.新宮市に居住して甲虫

採集をおこなった現島根農大近木英哉教提の談によると， 岡市の熊野川鮮では屡々紀伊半

島奥地産の甲虫を採集した経験があるということであった.

新宮市にみ戸られる此の現象はマダラテントウ類の場合とくに注目せねばならぬことであ

る.というのはここと同様の地形のところが伊豆半島の下田町である. 両地とも半島の南

端ちかくに位置して， 気候温暖であり昆虫地理的には共に暖地性のユジユウヤホシテ γ ト

ウの接息地帯である.が一方では市街の後背地としては半島の中央部に高山があり，気候

冷涼のため寒地性のオオニジ呉ウヤホシテントウの接息地をひかえているのである.

ここで例を引くのは下回が寒地性のオオニジユウヤホシテ γ トウの原産地となっている

ことは本編第3項東海地方の部で、既にのべたところであるが， 下回は筆者の精しい現地調

査によっても明らかなようにニジユウヤホシテ γ トウの常在棲息地であるが， この地にオ

オニジ皐ウヤホツテソトウがおらないと断定することはむずかしい.それは前記の新宮市

の例のように後背地であるところに棲息している昆虫が下流の暖かL、土地にも常在性とは

ならなくても，時にはみられることがあるからである.

兵庫県については最もよくマダラテントウ類について調べの行きわたっている岡山県の

隣接県である関係上から， とくに入念に調査を実施した. 総調査地点は 56地点で，この

うちニジユウヤホシテ γ トウの産地は 43地点， オオユジユウヤホジテントウの産地は 13

地点であった.

本県のマダラテ γ トウ類の地理的分布については総括的に取りあつかったものは見当ら

ないが， 兵庫県産瓢虫類目録の一部としてその分布を局部的にのべたものはある t高橋寿

郎1958). 高橋奨(1932，1935)は両種マダラテントウの分布境界線を画くにあたって，

本県西部の岡山県に隣合って中国山脈の南斜面にあたる宍粟郡あたりから兵庫県を東方に

境界線を号p，、て，多紀郡篠山町あたりまで達し， のち京都府下に入って丹波高原を東北方

に北上させて琵琶湖北端まで函き， この境界線より北側にはオオエジユウヤホシテントウ

が分布して， 以南ではユジユウヤホジテントウの分布地帯であるとみなしたが，兵庫県に
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おけるこの地方について詳細な採集記録はのせていないので， 彼が実地に踏査したもので

あるか否かはわからない.

筆者は兵庫県加古川河口から北上して， 多紀郡，氷上郡をとおり，国鉄福知山線に沿う

由良川の支流である竹田川の流域から福知山盈地に達する所調加古川ー由良川低地帯の地

域は中央気象台(1952)の気温報告からみるといずれも 13.50C~15. 20Cの年平均気温

(最高最低気温の平均値〉であり，また渡辺(1951.1954)のいうニジュ、ウヤホシテ γ トウ

の分布北限の指標としての夏季平均気温 (20.50C-21.50C)をとると 21.20 C ~22. 70 C 

の数値となっているのに気がついたので， 1954年， 1955年， 1956年にわたって， この低

地幣のェジユウヤホシテントウ分布調査を実施した.

その結果，本種について次の産地を確認しえたのである.すなわち兵庫県下の加古川下

流から列記すれば， 高砂市，加古川市，小野市，西脇市，多可郡中町，氷上郡山南町，同

柏原町，氷上町， 竹田川流域については氷上郡春日町黒井， 同郡市島町竹田の兵庫県内

に属する加古川ー由良川低地帯ではことごとくニジュウヤホタテ γ トウのみしか採集する

ことはできなかった.京都府下の部分はさきに当該項のところでのべたとおりである.ち
い〈ざと いそ勾

なみに加古川と竹田川との分水界は氷上郡氷上町生郷在の国鉄福知山線石生駅附近の只一

本の道路がこの境界となっており，日本では珍しい“谷中分水界"を呈1..-，この地点の高度

写真手前に左右にのびている海峡状の低地中央の町通りが分水界(標高90m)
で，左が太平洋側，右が日本海側である.本種が本州東西両海岸を連ねて連続
的に分布している所はこの地点のみであって，この地形がよくこの状態を説明

Lぐら

している.右手奥地の山は神楽方面であって，そこはオオユジユウヤホシテ γ
いそう

トウの混綾地帯となっている. (石生駅東方の海地から西方をのぞむ)

第 5閣 兵庫県氷上郡氷上町生郷におけるニジユウヤホツテントウ

分布地帯の地形景観
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を地理調査所5万分の l地形図「篠山」図幅から判読すると， 標高僅かに 90mにすぎぬ

水回地帯(第 5図の写真参照〕である. そしてこの分水界の高度は青森県から山口県まで本

州を縦断して長く走っている中央脊稜山脈の分水嶺のなかでは最も低い水準にあって， 現

地の景観は極く狭い海峡状を呈しているが，全くの平地が太平洋側と日本海側との分水界

となっているのは全国中でここだけである. エジユウヤホシテ γ トウは本州に於いてその

主とする棲息地域は 100m以下の平地であるといってよいが，本種はーカ所しかない最低

地を選んで，よく太平洋岸から日本海岸まで連続的に分布していることになる. この事実

は本州におけるマダラテントウに関する地理的分布について高橋(1932)の主張を破る新

知見ということができる. なお氷上町生郷附近のかかる地形は地理学専攻の辻村太郎東大

名誉教授*によれば，地形学的にみると明らかな断層谷であるとのことである.

第 5項 中 園地 方

中園地方について筆者自身が採集をおこなったり， 標本について産地を確認した地点の

総計は 291点である. このうちェジユウヤホシテントウの産地は 205地点，オオユジユウ

ヤホシテントウの産地は 86地点であった.

山陽地方:岡山県内におけるマダラテントウ類の分布調査はその後追加補足をおとなっ

たが，大体において 1950

年から 1953年にかけてな

された.現在までオオュジ

ユウヤホシテントウの産地

としては 42地点， ユジユ

ウヤホシテントウの産地と

しては 107地点， 合計 149

地点であって都府県を調査

単位としたマダラテントウ

類の地理的分布調査では，

最も精細にその状態が判明

された県であるということ

ができる.附属第1図版を

みればその大勢はわかる

が.この図は全日本を対照

としたので各県のなかで採

集地点の多いところは適宜

省略したから，いま岡山県

地方のみをしめすと第6図

となる.

この分布図によってみる

と本県においては中国脊稜

E l.q‘.。

K .. 

• •• 

<1 

第 6図 岡山県のニジユウヤホシ(黒丸〉とオオユジユウ

ヤホシ(白丸〕の分布，黒星は両種とも来採集地

本 1962年1月1日， 1963年1月4日付筆者あて私僧による。
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山脈にちかし、県北の諸地方，すなわち英国，勝田，真庭3郡の北半部と苫田，阿哲2郡と

新見市の全部，県西部広鳥県に接する川上郡の西半分と後月郡の奥地がオオユジユウヤホ

ジテ γ トウの棲息地帯となっアていることがわかった.県中東部にひろがり， 最大高度500

米を限度とするいわゆる吉備高原上によく開拓された畑作地帯およびこれより南方の備前

平野はことごとくユジユウヤホシテ γ トウの地帯である. 岡山県においてはニジユウヤホ

シテントウがかなり県北部の地域にまで分布していることがわかるが，この地域は先年深

谷(1947，1950)が二化旗虫の発生分布をしらべたとき， 二化螺虫の2化地帯とした地方

と大体において一致しているようにおもわれる.

広島県内におけるマダラテソトウ類の調査地点の合計は60地点であり，そのうちニジユ

ウヤホシテントウの産地 39地点， オオニジユウヤホシテントウの産地21地点であった.

本県の調査はおもに1954年から1957年にかけておこなった.両種の分布状態は第1図の広

島県の部をみればわかるように県の中北部から中国山脈の島根県境まではオオニジユウヤ

ホシテ γ トウの棲息地帯であって，暖地性のニジユウヤホシテ γ トウの分布地域は， 瀬戸

内海よりの海岸に近い地方に限られていることが隣県の岡山の場合とちがっている. これ

は広島県では東部の吉備高原に連らなる地域や， いわゆる安芸山地が南方までせまってお

って，県南部に平野がすくないという地形がもたらした現象であろう.気候因子との関係

については今はふれない.

山口県内におけるマダラテソトウ類の調査はおもに 1955年から 1957年にわたって実施

した. 調査したユジユウヤホシテ γ トウの産地は 20地点， オオニジユウヤホジテントウ

の産地は4地点である.

第1図山口県の部をみてもわかるように， 本県は中園地方の他の 4県とはちがって，南

北両面に海岸をもち，本州の最西端をなして西に向って突出した半島状の地勢で‘あり，しか

も県東北部をのぞいては著しく高い山岳も少なく秋吉台， 周防台地のような低い丘陵性の

土地が拡がっていて気候は比較的に温暖のため， 県内の大部分の地域はニジユウヤホシテ

ントウの棲息地となっていることも， 中湿地方の他県とはことなっている特色である.錦

川(岩国)11)の水源地方である都濃郡鹿野町， 玖珂郡錦町上大野地区にはオオェジユウヤ

ホシテントウが接息しており，筆者はこの事実を発表(安江.1955)したことがあったが，

この地方に本種を最初にみつけたのは筆者ではなく，既に 50年以上もまえに矢野(1906)

が採集をおこなっていたことが判明した. またやはり錦)'1(岩国)11)の水源にあたる県東

北部の玖珂郡錦町高根は中園地方の山陽側では最高の冠山の山麓の部落であるが， ここの

オオュジユウヤホシテントウは三好 (1956)の採集記録である.佐波郡佐波川の水源地方

も山口県としては冷涼地に属し年平均130Cちかくの気候であることが新日本気候図帖か

らみてわかったので， あるいはオオニジユウヤホシテントウの存在をみるのではなかろう

かとの予想のもとに 1955年9月8日に同郡徳地町笹滝を調査してみたが， そこはユゾユ

ウヤホシテントウの分布地域であった.べつに三好(1956)がこの地のさらに上流にある

滑原始林で前種を採集している.

いずれにしても山口県の大部分はユジユウヤホシテントウの分布地帯であり， オオニジ

ユウヤホシテントウは東北部の山岳地帯にだけ棲息しているといってよい.

鳥取県内の調査地点は延べ総計18地点，うちオオニジユウヤホシテγ トウについては10
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地点，ニジユウヤホシテソトウについては 8地点であった.本県内のオオニジユウヤホシ

テγ トウの分布調査はさきに鳥取長試(1953)，水谷・千代西尾(1957)等の実にくわしい報

告があり，これによると岩美郡5，八頭郡64，東伯郡8， 西伯郡6，日野郡76，鳥取市(新

市域)5， 合計 164地点においてその棲患を確認しており， もはや調査の必要がないよう

に考えられるが，この報告はオオュジユウヤホジテシトウのみの記録であって， 筆者がか

ねてより日本海泊岸地方においてその棲息性を確めようとしている暖地性のニジユウヤホ

シテ γ トウについては何らふれていないので， 筆者は本県の実地調査をおこなったわけで

ある.もっとも筆者の調査より前に鳥取農試水谷技師が1951年 8月4日に鳥取市樗漢で本

種を採集，該標本を千代西尾技師の好意により検することをえた.筆者自身が1952年から

1957年にかけて鳥取県内でユジユウヤホシテソトウを採集した産地は旧鳥取市内，倉吉市

上井(山陰本線上井駅附近)， 米子市内，境港市である. これらの産地についていえるこ

とは採集した季節が山陽倒IJにおいては最も本種の成虫数が多くみられる 7月下旬であるに

もかかわらず，鳥取県の産地では個体数が茄子畑に非常にすくなく， かつ食痕量も殆んど

ないが，ホオヅキでは可成りの被害がみられたことである. この原因がかつて田中 ・酒井

(1950)， 益田 ・岡田(1952)が発表しているような茄子品種の耐虫性によるものか， 山

陰地方の気候に起因するものか今のところ判然としない.境港市は隠岐島に渡航する船舶

の起点となっている港であり， 隠岐島には古くからエジユウヤホシテントウの棲息が知ら

れているところから， 積荷などの関係、から境港市にも分布が予想されたので，同地の読菜

畑をかなり隅なく調査したが， 本種は境港市内のある家庭菜園(市内，京町杉山氏宅〉の

ホオヅキだけに発見(1956年 7月〉され，翌年ふたたび同所を調査してみると殆んど棲息

場所を変えていないことを観察した.

島根県内におけるマダラテ γ トウ類の調査はオオユジユウヤホシテ γ トウについては 9

地点，ニジユウヤホシテ γ トウについては 31地点，つごう 40地点となった.

本県のニジユウヤホシテソトウについては日本海上にうかぶ隠岐島を例外として浜田市

以東の地方には接息をみず， 江ノ川の河口に位する江津附近が両種の境界となっていたこ

とは高橋(1932，1933， 193fl)の説くところであった. ところがその後筆者(1952，1955) 

は記録， 標本などを根拠として浜田以東における日本海岸の本種が既知分布地である敦賀

旧市内以外にも数々あることに気がついたので，なお各所に分布可能のことを予言した.

島根県においてもこの例にもれず， 浜田以東においてユジユウヤホシテγ トウの俵息地

として本調査の結果判明したところは西から順に記すと江津市， 温泉津町，大狼島，松江

市であり， この外に文献及び標本にもとづく地点では大社町，出雲市(岡本， 1949)があ

る. なお古くから本種の棲息地であり，今回筆者の調査によって富山県が北限となるまで

は長く日本海側の分布北吸となっていた隠岐群島のエジユウヤホシテントウについては筆

者自身 1956，1957年の再度にわたって向島へ渡島し実地調査をおこなった.なお向島に

は筆者は採集しえなかったが，島根農試(1950)によってオオュジユウヤホシテソトウ*

が確認されたから， 向島は両種の混棲地帯とも考えられるが，ニジユウヤホシテシトウの

個体数が多く被害も亦本種によるものが大であることも事実である.

'島根県植物防疫史.1962年 (828pp.)によれば隠岐島における本種の分布は除外されている。
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第 6項 目園及び九州地方

本地方は筆者の分布調査の主な対象ではなかったが， 他の機会で現地にいったとき採集

したものか， あるいは他の実験とくに地理的変異を調べるための資料として採集したもの

が大総分を占める.

四園地方の標本は総計 18地点(延数)， うちオオニジユウヤホシテントウは徳島県の剣

山，吉野川水源である高知県大杉産のものしか検していない. もっとも本種の四国におけ

る最初の報告は 1918年に名和梅吉がおこなっている.文ニジユウヤホシテソトウもその大

部分は香川県に属する瀬戸内海上の島に産した標本であって丸亀市本島泊浦産のものは第

3縞の変異研究に材料としてもちいた.なお四国のマダラテシトウについては総括的に取

りあつかったのはこれまで高橋(1932)の報文があるのみである.

九州地方において筆者が取扱った標本産地は総計延29地点、である. うちオオニジユウ

ヤホシテγ トウの産地4， ニジユウヤホジテントウの産地 25ケ所となった.

筆者はニジユウヤホシテシトウの地理的変異の実験材料を得る目的で，おもに 1958年，

1960年にわたり宮崎， 鹿児島県下に採集をおこなった. 鹿児島県下ではニジユウヤホシ

テγ トウとともに機会があったので， 寒地性のオオニジユウヤホシテントウの倭息地発見

につとめた. 岡県の本種に関する記録はDieke(1947)の記するところではただ“K司 令

shima ..としているだけであるが， 該標本はワシγ トソにある米国国立博物館にある標本

によっている. この産地が鹿児島市内のものか，鹿児島県下のどこかの高冷地産のものか

は不明であった.鹿児島市はもとより日本最南の大都市で，年平均気温 160Cのわが国で

は最も暖かい地方に属するから， オオニジユウヤホシテントウの分布はもちろん考えられ

ないが， 岡県下の霧島山中は気候表や気候図からみると本種の棲息も可能性があるものと

思われたので， 1958年9月上旬に現地調査をおこなった結果，岡県始良郡霧島町にある霧

島神宮の神社裏で高千穂峯の西南箆にあたる高度450mの地点の農家の菜園中の茄子畑に

ユジユウヤホシテントウと混模している本種を発見した.

宮崎県にもまたがっている霧島国立公園地区は今まで昆虫専門家がしばしば採集を試み

ている場所であり，前記松沢(1953)も“霧島山及びその周辺地帯には連年各地の調査を

行なったにもかかわらず未だ全くその俵息するを見ない"と記している. 筆者はオオニジ

ユウヤホシテントウをこの地で採集後， 鹿児島市内に戻り，岡地にある県立科学博物館に

保管されてある多数の見虫標本(故岡嶋銀次採集品〉を検したが， すべてニジユウヤホシ

テントウのみであった. また鹿児島大学食学部応用昆虫学教室所蔵標本も渋谷教授の好意

により検討したが，オオユジユウヤホシテシトウはみることができなかった.

Diekeの記載する Kagoshimaの正確な採集場所は不明にしても， 現在の知識ではオオ

ニジユウヤホシテソトウの日本における分布南限は筆者の発見した鹿児島県拍良部霧島町

在の霧島神宮(北線約31051つであると考える.

第 1図にしめしてある九州地区の分布図は松沢(1953)の報文によるものに， 筆者の知

見を追補したものを示めしてある.

第1表鹿児島県の部にのせてある屋久島および種子ヶ島のエジユウヤホツテントウの産

地は京大昆虫学研究室保存の J.E. A. Lewis採集品の記録である.屋久島はとくに九州
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第一の高山である宮之浦岳(1935m)があり，中腹には部落もあるが， この島は今まで甲

虫採集家が数多く訪れているのに未だオオユジユウヤホシテシトウの記録はない.霧島山

における筆者の例もあるから，将来なお再調査の必要はある.

奄美群島のうち大島以南で沖縄本島に近い徳之島および沖江良部島のニジユウヤホシテ

γ トウは筆者の地理的変異研究のため向島に駐在した鹿児島植物防疫所梅林技師が筆者の

依頼によって採集したもので， この地のものは麹鞘斑紋の黒点が小さいうえに消失型が本

州産にくらべて多いことが判明した. また愛媛大農学部久松定成氏の好意により入手した

名瀬市産の標本にもおなじ傾向があるが，精細は本論文第3編にゆずる. またLi& Cook 

(1961)は台湾産マダラテントウ亜科の総説を記載するにあたって， オオニジユウヤホジ

テントウの産地として“Okinawa:May 1925"をあげているが， 沖縄には今まで該種

の記録はなく， 生物気候学的にみても本種を同地の産地としてあげることは不審の点も多

い.筆者の本論文が取扱った範囲外となるがおなじく上記の報文では文台湾北部の基隆

(Ki1ung)をも産地としてのせていることも本種の生理的， 生態的性質からみて判断に苦

しむところである.

要 約

(1) 茄子科作物害虫ニジユウヤホシテントウ EPilachnastarsa orientalis DIEKEお

よびオオニジユウヤホシテントウ EPilachnavigintioctornaculata MOTSCHULSKYの日

本における地理的分布について， 特に本州を主たる対象として現地調査を行ない，両種標

本の採集地点 642点をえた.

(2) 暖地性のユジユウヤホシテ γ トウは本州においては東北地方より以北には未だ棲

息をみないが，関東地方にあっては筆者の現地調査の結果， 従来報告のあった棲息地域よ

りも更に広い範囲に本種が分布している事実を確認したが， 本州太平洋斜面におけるニジ

ユウヤホシテ γ トウの分布北限は現在のところでは栃木県大田原市野崎と茨城県水戸市を

結ぶ線にあることが判明した.

(3) 中部地方の太平洋岸すなわち東海地方における両種の分布範囲は従来の学説にい

う年平均気温 140C， あるいは夏季平均気温 210C等温帯を境界として寒地にはオオニジ

ユウヤホシテ γ トウが，暖地にはエジユウヤホシテ γ トウが分布していることを再確認し

たが， ニジユウヤホシテントウは東山地域の一部すなわち山梨県の富士川流域に治って棲

息している事実を確認した.

また中部地方の日本海岸にあっては従来福井県敦賀市を除いてはすべて寒地性のオオニ

ジユウヤホシテ γ トウの分布地帯とされていたが， 筆者の現地調査の結果では暖地性のニ

ジユウヤホシテ γ トウが敦賀市のみならず福井県， 石川県，富山県の海岸平野には処々に

棲息している新知見をえることができた.北限は富山県下新川郡朝日町である.

(4) 近畿地方における両種の分布状態については標本採集地点両種合計 158地点をし

らベた.本地域の日本海岸は両種の混棲地帯であり， 太平洋斜面では山岳地域にのみ寒地

性のオオニジユウヤホシテントウが分布している事実を再確認した. また暖地性のニジユ

ウヤホシテ γ トウは兵庫県と京都府にまたがる所謂加古川一由良川低地帯に泊うて太平洋

側より日本海岸まで本州を横断して連続的に分布している新知見をえることができた.
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(5) 中園地方における両種の分布状態については標本採集地点総計291点をしらベ

た.瀬戸内側の両種分布境界は東海近適度地方の太平洋側と同様年平均気温140Cあるいは

夏季平均気温 (5月-10月の月平均気温)210C前後の気候指標が両種の棲分けの基準と

なっているが，日本海に治う山陰地方にあっては暖地性のユジユウヤホシテシトウが従来

の学説による分布東限であった島根県浜田市以東においても， 鳥取市に至るまでの山陰海

岸の処々に棲息している新事実を明らかにすることができた. ただしその個体数はL、ずれ

も非常に少ない.

(6) この分布調査によって本邦におけるオオニジユウヤホシテントウの分布南限が鹿

児島県始良郡霧島町霧島神宮附近(北緯約31
0
51つにあることがわかった.

(7 ) ニジユウヤホシテントウとオオユジユウヤホシテ γ トウの地理的分布と気候的要

因との関係についての考察は他日にゆずる.
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